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1．趣旨

地域ブランド化の取組は、地域の特性を活かした付加価値を付けて、特徴

あるものや品質の高いものを販売し、消費者の支持・信頼を得て、それによ

り地域の農林水産業・食品産業の競争力強化や農山漁村の活性化につなげて

いこうとするものである。

このような農林水産物・食品の地域ブランド化に向けた各地域の取組を効

果的なものとしていくとともに、広範なものとしていく観点からは、従来あ

まり議論されることのなかった農林水産物・食品の地域ブランド化につい

て、様々な分野の有識者の議論を通じ、その取組の方向性や留意点を明らか

にしておくことが極めて有益と考えられる。

このため、農林水産省知的財産戦略本部専門家会議の下に、農林水産物・

食品における「真に力のある地域ブランド」の姿等について議論するための

「地域ブランドワーキンググループ」（以下「ＷＧ」という。）を置くものと

する。

２．検討事項

(1) 農林水産物・食品の地域ブランド化の意義を踏まえた、「真に力のあ

る地域ブランド」の姿

(2) 「真に力のある地域ブランド」の実現に向けての取組方向

(3) その他農林水産物・食品の地域ブランド化の推進に当たって検討が必

要な事項

３．構成

ＷＧは、別紙に掲げる者をもって構成する。

４．事務局

ＷＧの事務局（庶務）は、地域ブランドに関する関係各局庁の協力を得て、

大臣官房企画評価課知的財産戦略チームにおいて行う。
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